
（様式１）

部内マネジメント責任者

0

0 0

0 0

351 351

0 0

歳出総額
（職員費を除く） 一般財源

4,459 59

▲ 88,049 ▲ 88,049

1,076,822 938,422

予算額（千円）

歳出総額
（職員費を除く） 一般財源

140,668 2,268

933,201 933,201

合　　計 ▲ 83,239 ▲ 87,639

・水道事業における歳出総額の増については、耐震補強、浸水対策事業における工事費
が増加し、一般会計出資金が増加したこと等によるものです。
・下水道事業における歳出総額の減については、過去に借入を行った企業債の償還が進
み、企業債元金や支払利息が減少したこと等によるものです。

0

上下水道施設課

上下水道総務課（下水道事業）

上下水道総務課（水道事業）

【増　減】　（【見　積】－【前年度】）

所　　属

合　　計

予算額（千円）

予算額の主な増減理由

上下水道施設課

上下水道総務課（下水道事業）

上下水道総務課（水道事業）

【前年度】令和５年度　当初予算額（一般会計）

所　　属

2,953 2,953

合　　計 993,583 850,783

令和６年度予算の特徴

上下水道総務課（水道事業）

上下水道総務課（下水道事業）

上下水道施設課 3,304

予算額（千円）

歳出総額
（職員費を除く） 一般財源

所　　属

145,127 2,327

・水道事業については、浄水場施設の災害対策等に向けた取り組み、下水道事業につい
ては、浄化槽の適切な維持管理を行うように啓発・指導に向けた取り組みに重点を置い
た予算編成を行いました。

予算見積にあたっての基本的な考え方および重点事項
【施策全体の方向性、基本的な考え方】

◆安全・安心で安定した水の供給に努めます。
・「安全でおいしく飲める水」を安定してお届けするため、上水道施設の適切な整備や維持管理を行います。
・災害に強いライフラインを確保するため、上水道施設の計画的な更新や災害対策に取り組みます。
◆下水道を通じ、豊かな琵琶湖の自然を守り、快適な暮らしを支えます。
・下水度施設の適切な維持管理を行い、汚水の適正処理に努めます。
・下水道整備も概成し、今後、未水洗化世帯の下水道への早期接続を促し、水洗化率の向上に努めます。
・災害に強いライフラインを確保するため、下水道施設の計画的な更新や災害対策に取り組みます。

【重点事項】

3,304

【健幸都市づくりの推進に向けた部内の考え方・主な事業】

上下水道部は、健幸都市基本計画の基本方針の一つである「まちの健幸づくり」の推進に向けて、下記事業を実施します。
◆「安全でおいしく飲める水」を安定してお届けするため、上水道施設の更新や耐震化を進めるとともに、適切な維持管理を行います。
◆公衆衛生向上のため、下水道施設の更新や耐震化を進めるとともに、未接続の世帯や事業所に対して下水道への早期接続を促します。
◆BIWA-TEKUアプリの回遊コースとしての設定が可能になり、市民や市を訪れる方々がウォーキングに取り組んでいただくためのきっかけになるよう、烏丸半
島周辺の古いマンホール蓋をイナズマロックフェスをイメージしたデザイン製の蓋に交換します。

《　上下水道部　令和６年度予算見積方針　》　

845,152 845,152

部長　横山　晃

【見　積】令和６年度　当初予算額（一般会計）

◆配水管更新事業
　基幹管路である中大口径管、医療拠点および災害対策拠点、避難所に至る管路の更新による耐震化を優先的に進めます。
◆浄水場施設整備事業
　浄水場の耐震化、浸水対策および経年劣化した施設・設備の更新を行います。
◆汚水管渠整備事業
　下水道施設の計画的な更新と災害対策を進めます。

総括副部長　福井　教之 副部長　島田　恭



0

0

B　見積額
A－B

▲は枠超過

452

0

0

0

枠配分額（当該経費に係る予算見積上限額）に対する見積状況

所　　属

一般行政経費（千円）

枠配分額を超過した場合、その理由
A　枠配分額

合　　計 0452 452

0

上下水道施設課 452 0

0

マネジメントの視点による財源配分、事務事業の見直し等の考え方について
【水道事業】
　第２次草津市水道ビジョン〔経営計画（経営戦略）〕に基づき、物価高騰などによる経費の増加が予想される中、中長期的な経営状況を見据えながら、上水道
施設の更新や災害対策等に対する投資的経費に予算を重点的に配分しました。
　また、将来訪れる人口減少社会に向け、経営基盤の強化を図るため、水道標準プラットフォームを導入し、広域化の推進に向けた準備を行います。

【下水道事業】
　施設の維持管理については、物価高騰の影響などにより、経費の削減は難しい状況にありますが、下水道サービスの低下を招かないよう、経営の健全性を
保ちながら必要経費を見積り、安全・安心に下水道をご利用いただけるよう、適切な維持管理に努めます。
　また、一般会計からの繰出金については、過去に借入を行った企業債の償還が進み、企業債元金や支払利息等の減少により、昨年度に対し、88,049千円の
減となっており、草津市下水道事業第９期経営計画（経営戦略）に基づき、適正な下水道事業会計の経営が図られていると考えます。

0

0

0

0

市政施行７０周年記念事業
（上下水道啓発事業）

677 677
・水道事業会計の啓発事業と併せて実施する市政７０周年記念事業にかかる啓発物品の
作成費用に対し、一般会計から水道事業会計へ繰出します。

汚水管渠整備事業 203,675 792 ・下水道施設の計画的な更新と災害対策を進めます。

会計システム共同化事業 21,670
・将来訪れる人口減少社会に向け、経営基盤の強化を図るため、水道標準プラットフォー
ムを導入し、広域化の推進に向けた準備を行います。

配水管更新事業 498,388
・第２次草津市水道ビジョン〔経営計画（経営戦略）〕に基づき「基幹管路である中大口径管、医療拠点および
災害対策拠点、避難所にいたる管」の更新による耐震化を優先的に進めます。

浄水場施設整備事業 769,877 142,800
・両浄水場における耐震補強、浸水対策および経年劣化した施設・設備の更新を行いま
す。

主要な事業（新規・拡大・重点事業等）　（一般会計および特別会計）

事業名 事業費（千円） 事業概要
一般財源

0

扶助費（千円）

B　見積額
A－B

▲は枠超過

0

A　枠配分額

0

0

0


